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花粉生産量[個/ha/year]=雄花生産量[個/ha/year]×平均花粉粒数[個/個]花粉生産量[個/ha/year]=雄花生産量[個/ha/year]×平均花粉粒数[個/個] ●青色の濃い場所ほど観測地点への寄与ポテンシャルが高い。花粉生産量[個/ha/year] 雄花生産量[個/ha/year]×平均花粉粒数[個/個]

雄花生産量：41,930×104[個/ha/year] 平均花粉粒数：396,000[個]雄花生産量：41,930×104[個/ha/year] 平均花粉粒数：396,000[個] そのなかで、上位１０００地点をそれぞれ赤くプロットした。
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●スギ花粉生産量とＭＭ５（気象ファイル）による気象データを用いて
花粉排出源の効率的削減花粉排出源の効率的削減 4 11 18 25 （日）

●スギ花粉生産量とＭＭ５（気象ファイル）による気象デ タを用いて
花粉飛散シュミレーションを行う。 ●この手法を用いて、寄与ポテンシャルが高い地域のスギ林を整備すれば

首都圏に飛散する花粉を効率的に削減する とが きる首都圏に飛散する花粉を効率的に削減することができる。●計算期間は２００５年３月３日～３０日とした。


